
重錘落下試験による軌道パッドの衝撃応答特性評価

鈴木実　　半坂征則　　間々田祥吾　　矢口直幸

　レール／車輪間の接触力は，頭頂面や踏面の凹凸や速
度などの悪条件が重なった場合，静止輪重の数倍に及ぶ
著大な衝撃荷重として，構造物に伝播し，振動・騒音や
軌道破壊の原因となる。このため，レールを支持する締
結装置には緩衝材として様々なタイプの軌道パッドが用
いられている。これら軌道パッドの緩衝性能を評価する
ため，重錘落下式の衝撃試験装置を試作し，模擬的な衝
撃荷重による軌道パッドの動的応答評価を行った。
　図は，汎用および低ばね定数タイプの軌道パッドを供
試体として，質量492kgの重錘落下時の軌道パッド下
部へ伝達する最大荷重（伝達荷重）を比較した結果であ
る。落下高さ（衝撃エネルギー）が小さい領域では，供
試体による差は比較的小さいが，衝撃エネルギーの増加
に伴い，その差が顕著となる。汎用品では衝撃エネルギー
の増加に伴い伝達荷重が単調に増加するが，低ばね品で
は増加率が漸減し，優れた緩衝性能による伝達荷重の低
減が認められた。

（鉄道総研報告，2008年4月号）

図　重錘落下試験による軌道パッドの緩衝性能の比較
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